
ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

ファンド設定⽇︓2020年12⽉16⽇

1口当たり純資産価格・純資産総額の推移（米ドル・百万米ドル) 1口当たり純資産価格・純資産総額

騰落率（税引前分配⾦再投資）（％）

最近の分配実績（税引前）（米ドル） 運用概況

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

設定来累計

※
※
※

この資料の各グラフ・表に記載されている数値は、表⽰桁未満がある場合は四捨五⼊して表⽰しています。
この資料に記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全てファンドの純資産総額を100％として計算した値です。
このページの各グラフ・表に記載されている数値は、SMBC⽇興ルクセンブルク銀⾏から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

当月末の1口当たり純資産価格は、94.35米ドル（前月比
+0.6米ドル）となりました。
また、月間騰落率は、+0.6％となりました。

年⽉ 分配⾦

分配の実績はありません。

※ 分配⾦は1口当たりの⾦額です。過去の実績を⽰したものであり、将来の
分配をお約束するものではありません。

■
■

■

グラフは過去の実績を⽰したものであり将来の成果をお約束するものではありません。
1口当たり純資産価格および税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格はファンドに係る報酬・
費用等控除後です。後述の「ファンドの費用」をご覧ください。
税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格は、税引前の分配⾦を分配時にファンドへ再投資し
たとみなして算出したものです。現時点において分配を実施する予定はありません。

１年 2023/02/28 -2.2 
３年 2021/02/26 -4.6 

設定来 2020/12/16 -5.7 
 ■
 

 ■
 

■

ファンドの騰落率は税引前分配⾦を再投資した場合の数
 値です。

ファンド購⼊時には購⼊時⼿数料、換⾦時には税⾦等の
 費用がかかる場合があります。

騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

３カ⽉ 2023/11/30 0.1 
６カ⽉ 2023/08/31 0.1 

現地基準⽇ ファンド
１カ⽉ 2024/01/31 0.6 

1口当たり純資産価格（米ドル） 94.35 +0.60 
純資産総額（百万米ドル） 9.29 -0.03 

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券

当⽉末
前⽉⽐

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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16枚組の1枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

ファンド設定⽇︓2020年12⽉16⽇

1口当たり純資産価格・純資産総額の推移（円・百万円) 1口当たり純資産価格・純資産総額

騰落率（税引前分配⾦再投資）（％）

最近の分配実績（税引前）（円） 運用概況

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※ 分配⾦は1口当たりの⾦額です。過去の実績を⽰したものであり、将来の
分配をお約束するものではありません。

当⽉末

1口当たり純資産価格（円） 13,559 

現地基準⽇ ファンド
１カ⽉ 2024/01/31 2.2 
３カ⽉ 2023/11/30 1.8 
６カ⽉

前⽉⽐

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

+286 
純資産総額（百万円） 1,117 -3 

2023/08/31 2.7 

■
■

■

グラフは過去の実績を⽰したものであり将来の成果をお約束するものではありません。
1口当たり純資産価格および税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格はファンドに係る報酬・
費用等控除後です。後述の「ファンドの費用」をご覧ください。
税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格は、税引前の分配⾦を分配時にファンドへ再投資し
たとみなして算出したものです。現時点において分配を実施する予定はありません。

１年 2023/02/28 7.1 
３年 2021/02/26 34.5 

設定来 2020/12/16 35.6 
 ■
 

 ■
 

■

ファンドの騰落率は税引前分配⾦を再投資した場合の数
 値です。

ファンド購⼊時には購⼊時⼿数料、換⾦時には税⾦等の
 費用がかかる場合があります。

騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

※ このページの各グラフ・表に記載されている数値は、SMBC⽇興ルクセンブルク銀⾏から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

年⽉ 分配⾦ 当月末の1口当たり純資産価格は、13,559円（前月比
+286円）となりました。
また、月間騰落率は、+2.2％となりました。分配の実績はありません。

設定来累計
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16枚組の2枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

投資先ファンドの配分⽐率（％） 寄与度（％） 投資先ファンドの費用
戦略

戦略配分⽐率の推移（％）（過去12カ⽉）

各戦略の寄与度の推移（％）（過去12カ⽉）

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

MontLake Alpha Quest UCITS Fund 1.8
John Street Systematic Fund Limited

+0.3 +0.2 

-0.1 -0.2 

+0.1 

+1.8 0.0 0.0 

47.6 -0.7 

Multirange SICAV One River Dynamic Convexity Fund 7.6

BlueBay Global Sovereign Opportunities Fund
テールヘッジ

-0.0 

10.8 +0.1 -0.0 -0.2 
23.4

+0.1 -0.0 

-1.1 -0.4 -0.6 
Quadriga Igneo UCITS Fund 6.6 -0.2 -0.2 -0.5 

11.3 +0.3 +0.2 +0.3 

Capula Volatility Opportunities Fund Limited, Class S 150%
エクイティ・マーケット・ニュートラル

Lumyna-MW TOPS (Market Neutral) UCITS Fund
Lumyna-MW Systematic Alpha UCITS Fund 5.5 +0.3 +0.2 +0.4 

9.2 -1.0 -0.1 -0.1 
16.8 +0.6 +0.4 +0.7 

-4.7 -0.0 -0.1 

+0.3 -0.3 

投資先ファンドの管理報酬
等を、各ファンドの配分⽐率
で加重平均したものです。

※

マクロ
5.0 -0.2 +0.1 -0.1 

Brevan Howard Absolute Return Government Bond Fund 10.8 +0.1 
Graham Macro UCITS Fund 15.0 -1.2 +0.2 

Alpha Quest Original (AQO) Program 0.0

-0.0 
Fulcrum Diversified Absolute Return Fund 10.9

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

※
※

このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。
寄与度については、⽉末時点で判明している投資先ファンドの純資産価格に基づくものであり、当ファンドの⽉間騰落率とは算出時点などが異なっている
ため連動しておりません。参考としてご覧ください。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

CTA 6.8 -3.2 +0.1 -0.3 1.144
当⽉末 前⽉⽐ 当⽉ 前⽉⽐

年率、％

※ このページに記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全て「グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド」の純資産総額を100％として計算した値です。

現⾦等 5.3 +4.4 - -
合計 100.0 0.0 +0.3 -0.5 

※ 各戦略（現⾦等を除く）の寄与度は、投資先ファンドで採用している副運用会社の報酬控除後の数値です。
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16枚組の3枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

投資先ヘッジファンドの運用状況

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

戦略 投資先ファンド ⽉次リターンへの影響について

Alpha Quest Original (AQO) Program 当ファンドは⼩幅に下落しました。主な原因はエネルギー、貴⾦属、⼯業用⾦属の損失で
す。債券ポジションは横ばいでした。

CTA

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

MontLake Alpha Quest UCITS Fund 当ファンドは当⽉の最終⽇にポートフォリオに組み⼊れられたため、当⽉はポートフォリオ全体
のパフォーマンスに影響していません。

BlueBay Global Sovereign
Opportunities Fund

当ファンドは⼩幅に下落しました。G10諸国の債券が⽉の第1週目に利益となりましたが、
第3週目に相殺されました。iTraxxクロスオーバーに参⼊したもののマイナスとなりました。

Brevan Howard Absolute Return
Government Bond Fund

当ファンドは下落しました。ユーロの短期債が売られたことで、欧州のデュレーション・ポジショ
ンが損失となりましたが、米債のポジションがプラスとなったことで、その損失の半分を取り戻し
ました。円⾦利とユーロのインフレ連動債のデリバティブは⼩幅に損失となりました。

Graham Macro UCITS Fund

当ファンドは上昇しました。クオンツ（システマチック）部分がグロスで⼤半の利益を稼ぎ出し
ました。セクター別では、株式のロングが最⼤の利益貢献となり、それよりは劣るものの、コモ
ディティのロングもプラス寄与となりました。外国為替のポジションは横ばいでしたが、中⻑期
債のポジションは⼩幅にプラスとなりました。

Fulcrum Diversified Absolute Return
Fund

当ファンドは上昇しました。ダイナミック・アセット・アロケーション戦略は、株式のロングがプラス
となり、先進国債券のデュレーションによるマイナスを相殺しました。ディスクレショナリーマクロ
戦略は、株式マーケット・ニュートラル戦略で利益となりました。ダイバーシファイ戦略は、株式
市場の上昇とココアおよび天然ガス市場の上げ基調から利益を得ました。

マクロ

John Street Systematic Fund Limited
当ファンドは堅調に推移しました。エネルギー、通貨、農産物などのソフトコモディティ、株式
がすべてプラス寄与となりました。唯⼀債券ポジションだけが米国債の利回り上昇によりマイ
ナスとなりました。

16枚組の4枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

投資先ヘッジファンドの運用状況

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

テールヘッジ

Quadriga Igneo UCITS Fund
当ファンドは下落しました。⼤部分の損失はオプションの買い持ちと⾦現物のアウトライト・ロ
ングで、⽉を通じた⾦利上昇の影響を受けました。米30年物インフレ連動債のアウトライト・
ロングも同様にマイナス寄与となりました。

Multirange SICAV One River Dynamic
Convexity Fund

当ファンドは横ばいでした。現⾦保有がプラスとなりました。短期の株式ストラドル戦略はプラ
スとなりました。VIXクオンツ戦略とVIXコンベクシティ戦略がマイナスでした。

戦略 投資先ファンド ⽉次リターンへの影響について

Capula Volatility Opportunities Fund
Limited, Class S 150%

当ファンドは下落しました。株式、債券、外国為替ボラティリティ戦略がすべてマイナス寄与と
なりました。コンベクシティ戦略も同様にマイナスとなりました。レラティブバリュー戦略は、ユー
ロがマイナス、米ドルがほぼ横ばいなど、まちまちの結果でした。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

Lumyna-MW Systematic Alpha UCITS
Fund

当ファンドは上昇しました。消費サービス、耐久消費財・アパレル、⾦融サービスセクターが損
益に最もプラス貢献しました。

Lumyna-MW TOPS (Market Neutral)
UCITS Fund

当ファンドは上昇しました。半導体・半導体製造装置、銀⾏、⾦融サービスの各セクターが
最⼤の利益を上げました。

エクイティ・
マーケット・
ニュートラル

16枚組の5枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ファンドマネージャーコメント
＜市場動向＞
2月の世界の株式市場は⼒強い上昇となりました。米国経済が引き続き好調であったこと、S&P500インデック
スを構成する企業の4分の3がアナリスト予想を上回るなど企業業績が好調であったこと、中国経済が持ち直し
たこと、欧州経済データに改善の兆しが⾒られたことなどが⽀えになりました。米国では、株価が堅調な決算の
恩恵を受け、S&P500インデックスは大幅に上昇しました。特にテクノロジー銘柄がAI市場に後押しされまし
た。通信サービスと一般消費財も指数を押し上げました。
上記ほどではないにせよ、欧州株も小幅に上昇しました。ドイツの経済活動が減速していることや、ロシアとウ
クライナの戦争が続いており、NATO（北大⻄洋条約機構）加盟国がウクライナに軍隊を派遣すれば核使⽤の可
能性があるとプーチン大統領が脅していることが、市場のセンチメントをやや圧迫しました。
⽇本の株式市場は、円安と⽇銀による依然としてハト派的な⾦融政策により、特に堅調に推移しました。その結
果、TOPIXは上昇しました。円安による増益や2023年3月の東京証券取引所の改⾰による恩恵を受け、それによ
る企業の財務効率の改善が継続しています。
新興国株式市場も、米国の利下げ予想や新興国株式ETF（上場投信）への重要な資⾦流⼊を受け、2月は堅調に
推移しました。中国では、政府系ファンドである「中央匯⾦投資」による中国ETFの購⼊や、RRR（預⾦準備
率）を50bps（ベーシスポイント）引き下げるPBOC（中国⼈⺠銀⾏）による⾦融緩和など、政府の政策により
株式市場は前月比で反発しました。
債券市場は、大部分の中央銀⾏と市場参加者による利下げペース予想の⾒直しの影響を受けました。3月の利下
げの可能性を⾒ていた年末の楽観的な⾒⽅は、しつこいインフレにより打ち砕かれました。米国では、1月のコ
アCPI（消費者物価指数）が予想外に上振れし、⻑期⾦利が上昇しました。

＜運⽤経過＞
2月末現在で、ポートフォリオの組み⼊れファンド数は合計12本になっています。
戦略別構成比率の内訳は、CTA戦略が6.8％、マクロ戦略が47.6％、テールヘッジ戦略は23.4％、エクイティ・
マーケット・ニュートラル戦略は16.8％、現⾦等は5.3％となりました。
Alpha Quest Original (AQO) ProgramからUCITS準拠のMontLake Alpha Quest UCITS Fundへの⼊替えを月
末に⾏いました。本質的に流動性を月次から⽇次に改善して、ボラティリティの目標値を半減させるためです。
UCITS物もリスク／リターン特性は同じで、投資するファウンダー・シェア・クラスの⼿数料は、オフショア物
の”ベース2%+成功報酬20%”に対し、”ベース1%+成功報酬15%”と安くなります。
当ファンドの2月のリターン（ファンドに係る報酬・費⽤等控除後）は、米ドルベースで+0.6%、円ベースで
+2.2%の上昇となりました。

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の6枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ファンドマネージャーコメント
2月の運⽤成績は、エクイティ・マーケット・ニュートラル戦略、マクロ戦略、CTA戦略がプラスとなり、テー
ルヘッジ戦略がマイナスとなりました。

＜その他の注目点＞
2024年第1四半期末が近づいた今、利下げが実施されるのは、緩やかなディスインフレが始まった欧州では春以
降、米国ではインフレ動向にもよりますが、おそらく夏以降になると予想されます。対照的に、中国⼈⺠銀⾏
は、デフレ環境下で緩和的な政策を維持しています。中国の経済指標は政府の措置を受けて安定しつつあります
が、不動産セクターは依然として景気の⾜かせとなっています。一⽅、⽇銀は、プラスのインフレへの回帰、円
安に⽀えられた経済活動、コーポレートガバナンス改⾰によって政策変更が可能となり、17年ぶりの利上げに
踏み切りました。また、YCC（イールドカーブ・コントロール）の撤廃とETFの買⼊れ終了も決定しました。
各国中央銀⾏がインフレ圧⼒を抑えるために資⾦調達コストを⾼めに維持しているため、当⾯は資本コストが依
然として⾼止まりすると予想しています。 その結果、全資産クラスで市場のボラティリティが上昇し、証券パ
フォーマンスの振れ幅が大きくなるため、ボラティリティの専門家を擁する当ファンドが採⽤する分散投資戦略
により、当ファンドには投資機会がもたらされるはずです。

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の7枚目です。
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投資先ヘッジファンドについて

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

John Street Systematic Fund Limited
パターン認識、レジーム識別、トレンド、無方向性の4種類のモデルを使用する新
世代のCTAです。これらのシステマティック戦略を開発した元ゴールドマンサックスの
チームにより運用されています。

CTA

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

戦略 投資先ファンド ファンドの特色

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

※ 組⼊ヘッジファンドの紹介を目的としており、記載銘柄の推奨を⾏うものではありません。また、記載内容は作成時点のものであり、将来予告無く変更されることがあります。

Alpha Quest Original (AQO) Program 短期的モメンタム戦略で、平均して8⽇間の取引を⾏います。ターニングポイントを
検出することで、ボラティリティが⼀番⼤きくなるポイントを狙います。

MontLake Alpha Quest UCITS Fund 短期的モメンタム戦略で、平均して8⽇間の取引を⾏います。ターニングポイントを
検出することで、ボラティリティが⼀番⼤きくなるポイントを狙います。

BlueBay Global Sovereign
Opportunities Fund

主にグローバル市場(新興市場国を含む) の債券と為替に投資しており、絶対収
益アプローチによるグローバル・マクロ・トップダウンの投資哲学を持った、非常に流
動性の高いファンドです。

Brevan Howard Absolute Return
Government Bond Fund

主な投資対象は流動性の高い国債、為替、⾦利スワップ。ロングショート運用に
より、市場変動に影響されにくい安定的なリターンの獲得を目指す戦略です。

Graham Macro UCITS Fund
マクロに特化した運用戦略でグローバル通貨、債券、株式、コモディティなど流動
性のある市場を投資対象とし、先物やオプション取引などを通じてリターンの獲得
を目指します。

Fulcrum Diversified Absolute Return
Fund

投資対象は流動性の高い4つの資産（株式、債券、通貨、商品）で、3つの異
なる投資戦略（ディレクショナル、レラティブバリュー、分散戦略）を組み合わせる
ことで、安定的な絶対リターンの獲得を目指します。

マクロ

16枚組の8枚目です。
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投資先ヘッジファンドについて

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※ このページは、エドモン・ドゥ・ロスチャイルド・グループから提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

戦略 投資先ファンド ファンドの特色

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

テールヘッジ

Quadriga Igneo UCITS Fund テールヘッジアプローチを採用した基本的なマクロファンドです。ポートフォリオの平
均アロケーションは、貴⾦属50％、トレジャリー25％、オプション25％です。

Multirange SICAV One River Dynamic
Convexity Fund

リスク資産の下落に備えるテールヘッジ戦略で、リスク資産の下落や価格変動率
が高まる場面でリターンの獲得が期待されるポジションを構築しています。

Capula Volatility Opportunities Fund
Limited, Class S 150%

流動性の高い複数の投資対象（株式、為替、⾦利等）への投資により、主に
価格変動率の上昇から絶対リターンの獲得を目指します。必要に応じてテールリ
スクへの対応等、リターン安定化のための戦略も組み込まれています。

※ 組⼊ヘッジファンドの紹介を目的としており、記載銘柄の推奨を⾏うものではありません。また、記載内容は作成時点のものであり、将来予告無く変更されることがあります。

エクイティ・
マーケット・
ニュートラル

Lumyna-MW Systematic Alpha UCITS
Fund

「TOPS」 と呼ばれる独自の投資モデルを開発し、⼤型株や中型株のシステマ
ティックな投資ルールを適用した運用を⾏います。

Lumyna-MW TOPS (Market Neutral)
UCITS Fund

実証済みの定量的フレームワークと最先端の市場アクセスを備えた株式ロング・
ショート戦略を用いて、3つのシグナル（投資家の位置づけとフロー、センチメントと
ニュースの流れ、ファンダメンタルズ）に基づき銘柄選択を⾏います。

16枚組の9枚目です。
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ファンドの目的および投資方針
ファンドは、主に、いくつかのヘッジファンドに焦点を置いた集中投資アプローチを用いることのできるポートフォリオを運用することにより、信託財産の中
⻑期的な成⻑を目指します。

 ファンドは、主にCTA戦略やマクロ戦略等を採用する複数のヘッジファンドに投資を⾏い、ファンドの価格の変動性を抑えつつ投資機会を捉えること
で、投資目的の達成を目指します。 

ファンドの特色
1. CTA戦略やマクロ戦略等を採用する複数のヘッジファンドに投資を⾏い、ファンドの価格の変動性を抑えつつ投資機会を捉えることで、信託財産

の中⻑期的な成⻑を目指します。 
●ファンドでは、主に以下のヘッジファンド戦略に投資を⾏います。

①CTA戦略とは、CTA（Commodity Trading Advisor＝商品投資顧問業者）がコンピューター・プログラム等を用いて世界各国の取
引所に上場されている先物取引等を⾏う戦略です。

②マクロ戦略とは、世界各国の各市場の方向性を予想して収益の獲得を目指す戦略であり、世界各国の取引所に上場されている多種多
様な現物証券、先物取引、為替取引などを活用します。

③ボラティリティアービトラージ戦略とは、オプションの価値とボラティリティの関係に着目し、デリバティブ等を活用して収益の獲得を目指す戦略
です。

④テールヘッジ戦略とは、テールイベント（稀にしか発⽣しないものの、発⽣すると⼤きな影響のある事象）発⽣時の価格変動等に着目し、
デリバティブ等を活用して収益獲得を目指す戦略です。

●投資先ファンドでは各運用会社が独自の投資戦略により、世界各国の取引所に上場されている先物取引等の幅広い資産に投資し、買い
 建て、売り建ての両方のポジションを活用して機動的なポートフォリオの構築を⾏います。

2. ヘッジファンドへの投資に精通したエドモン・ドゥ・ロスチャイルド（スイス）エス・エイが、複数の投資戦略・優良なマネージャーを選定しポートフォリオ
を構築します。
●投資先ファンドとその数および配分は、投資運用会社により決定され、投資環境や運用実績等に応じて⾒直されます。

3.  「米ドル建クラス」と「円建（ヘッジなし）クラス」からお選びいただけます。
●「円建（ヘッジなし）クラス」のクラスは、為替ヘッジを⾏わないため、為替変動による影響を受けます。円高時には為替差損が、円安時には

為替差益が⽣じる可能性があります。

※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の10枚目です。
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リスク要因
受益証券への投資には、国際⾦融市場におけるすべての投資に共通する⼤きなリスクが伴います。投資を⾏おうとする方は、受益証券に投資する
メリットおよび妥当性を評価する際に、特に以下の要因を⼊念に検討するべきです。受益証券の価格は、上昇する場合もあれば下落する場合も
あるため、投資者は当初の投資額を回収することができない可能性があります。したがって、ファンドへの投資は、投下資本をすべて失うリスクを負担
できる方のみが⾏うべきです。ファンドは、収益⽔準に関係なく各種の報酬と費用を⽀払う責任を負います。
ファンドの受益証券1口当たり純資産価格の変動要因としては、主に以下のものが挙げられますが、これらに限定されるものではありません。したがっ
て、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、受益証券1口当たり純資産価格の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むこ
とがあります。これらの運用および為替相場の変動による損益は、すべて投資者の皆様に帰属します。投資信託は預貯⾦と異なります。詳細につい
ては、投資信託説明書（請求目論⾒書）の該当箇所をご参照ください。

ファンドのリスク
■ 投資リスク

ファンドが投資目的を達成できるという保証はありません。管理会社は、ファンドへの投資にはリスクが伴うことに鑑みて、ファンドへの投資を中⻑期
的投資と考えることを投資者に対して推奨します。

■ 管理会社および投資運用会社への依存
ファンドの投資対象への投資運用と投資指図は、ファンドの投資ガイドラインの範囲内で信託財産の投資運用に完全な責任を負う管理会社の
責任下にあります。管理会社は、その権限と責任を投資運用会社に委託し、投資運用会社は、ファンドの投資対象の選定、指図、評価および
監視に関する完全な裁量権を有します。

■ 時間外取引およびマーケットタイミング
管理会社は、時間外取引もしくはマーケットタイミングまたはその他類似の取引類型を認めていません。かかる取引実施を回避するため、受益
証券の発⾏および買戻しは未知の価格で⾏われ、管理会社は、⼀定の締切時刻以降に受領した注⽂を受け付けません。管理会社は、マー
ケットタイミング⾏為が疑われる者からの買付注⽂を拒否する権利を有します。

■ 市場リスク
ファンドが保有する有価証券の市場価格は、時として急激または想定外に騰落することがあります。証券市場全体または証券市場で代表的な
特定の業種に影響を及ぼす要因により、有価証券の価格が下落することがあります。特定の企業と特に関連しない、実際の景気悪化もしくは
景気悪化の認識、企業業績全体の⾒通しの変化、⾦利もしくは為替相場の変動、または投資家⼼理全般の悪化等の全般的な市況により、
有価証券の価格が下落することがあります。有価証券の価格は、特定の⼀または複数の業種に影響を及ぼす要因（労働⼒不⾜または⽣産
コストの増加および業種内の競争状態等）により下落することもあります。株式は、⼀般的に、債券よりも価格のボラティリティが⼤きいです。
管理会社は、欧州証券市場監督局が推奨する転換アプローチに従って計算されるコミットメント・アプローチを適用します。コミットメント・アプロー
チは、⾦融デリバティブ商品のポジションを原資産の等価ポジションに変換する⼿法です。トータル・コミットメントは、ネッティングおよびヘッジの影響
を考慮した上で、個々のコミットメントの絶対的価値の合計として定量化されます。さらに、⼗分なデータが⼊⼿可能になった時点で、管理会社は、
バリュー・アット・リスクを算出することにより、通常の市況においてファンドが発⽣させるおそれがある潜在的な市場リスクによる損失を数量化します。

■ 流動性リスク
特定の状況下では、ファンドが取引を⾏う市場が流動性を失い、値付けされた価格で有価証券を取得し、または売却することが困難となること
があります。ファンドは、純資産価額の計算頻度、および／または買戻⽇および／または買戻⾦⽀払⼿続が異なる投資先ファンド（オルタナティ
ブ・ファンドを含みます。）の受益証券または投資証券にも投資します。したがって、流動性が不⾜する可能性があり、流動性の不⾜により、
原債務の⽀払い（買戻し）に遅延が⽣じるおそれがあります。買戻しに関する制限は、投資先ファンドのレベルで存在することがあり、かかる
制限がファンドに影響を及ぼす可能性があります。また、⼀部の流動性の低い投資先ファンドについては、各評価⽇における直近の公式な純資
産価額が⼊⼿できない場合があり、その結果、ファンドの純資産価額は、これらの投資先ファンドに係る純資産価額の⾒込額を用いて算出され
ることがあります。管理会社は、ファンドの流動性の特性が基本信託証書または英⽂目論⾒書に規定される買戻方針に適合していることを確
保します。流動性リスクは、資産および負債の両面から評価されなければなりません。

■ 投資先ファンドにおけるデリバティブ取引リスク
投資先ファンドは、有価証券の⼤規模な空売り、相当程度のレバレッジを用いた運用、ディストレスト証券および価格急騰銘柄への投資、なら
びに⾦融商品の店頭取引および投機的取引（あらゆる種類の先物およびオプションならびに通貨契約を含みます。）を⾏うこともあります。
このようなデリバティブ取引は、有利な投資結果が得られた場合はリターンを増加させることもありますが、⼀方で関連する投資先ファンドに多額
の損失が発⽣し、ファンドに悪影響を及ぼす可能性があります。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の11枚目です。
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リスク要因
ファンドのリスク
■ 信用リスク

ポートフォリオにおける信用エクスポージャーは、投資戦略の⼀環であり、期待収益率に対するターゲット・リスクの⽐率を通して分析されます。
上記にかかわらず、信用リスクは、全体のリスク選好度に沿っていなければなりません。また、預託機関に対する投資後の信用エクスポージャー
も存在しています。

■ 買戻しによる損失の可能性
受益証券の買戻しにより投資対象の現⾦化が必要とされることがあります。かかる現⾦化に起因してファンド（およびその残存する受益者）
において、現⾦化がなければ⽣じなかったと思われる経費を負担する可能性があります。

■ 外国為替リスク
ファンドの資産の⼀部は、ファンドの基準通貨以外の⼀または複数の通貨に投資されることがあります。ファンドの基準通貨へのヘッジは⾏われ
ないことがあり、投資者は、それに伴う外国為替リスクにさらされる可能性があります。また、外国為替リスクは、特定の通貨のオープン・ポジション
または完全にヘッジされていないポジションに起因して⽣じます。かかるポジションは、業務運営の当然の結果として⽣じることがあります。外国
為替リスクの主要因は、通貨価格の変動と国際⾦利の変動の相関関係が不完全であることにあります。

■ 他の投資先ファンドへの投資に係るパフォーマンス・リスク
ファンドは投資先ファンド（オルタナティブ・ファンドを含みます。）の受益証券または投資証券に投資するため、分散性が欠如することがあります。
ファンドが投資する投資先ファンドのパフォーマンスの悪化は、ファンドのパフォーマンスの悪化につながります。

■ 報酬の重層構造︓他の投資先ファンドへの投資に関連する報酬
受託会社、管理会社、投資運用会社、管理事務代⾏会社、保管会社、代⾏協会員、販売会社およびファンドのその他のサービス提供会
社の費用および報酬のほか、ファンドは、ファンドの純資産の最⼤年率約2％の割合で、投資先ファンドがその資産から⽀払うことがある管理
報酬、ならびにファンドの関係会社およびサービス提供会社であることもある投資先ファンドの関係会社および／またはサービス提供会社に⽀
払われるその他の報酬および費用を按分して間接的に負担します。投資先ファンドにより潜在的なパフォーマンス報酬が⽀払われる場合があ
り、かかる報酬は、上記の管理報酬ならびにその他の報酬および費用に上乗せされることがあることにご留意ください。投資先ファンドが⽀払う
パフォーマンス報酬（もしあれば）は、投資先ファンドの投資運用者にとっては、かかる投資運用者自身および投資先ファンドの投資者のため
により高いリターンを得ることを目的としてより高いリスクを取る動機となることがあります。ファンドが投資する⼀部の投資先ファンドは、かかる
投資先ファンドの持分の買戻時に買戻⼿数料を請求することがあります。ファンドがファンドの受益証券の⼤部分の買戻しを⾏う場合には、
ファンドの受益証券の買戻しに応じるため、買戻⼿数料を請求する投資先ファンドの持分の買戻しをファンドが⾏うことが必要となる可能性
があります。かかる投資先ファンドの買戻⼿数料は、上記の管理報酬ならびにその他の報酬および費用には含まれておらず、ファンドのパフォ
ーマンスの悪化につながることがあります。

■ 利益相反
ファンドの資産の⼀部は、投資運用会社またはエドモン・ドゥ・ロスチャイルドの企業グループの他の事業体が特定の役割（管理会社、投資
顧問会社、販売会社または当該⾦融商品に関連するその他の役割等）を担っている⾦融商品（投資ファンドを含みます。）に投資され
ることがあり、その結果、投資運用会社は利益相反のリスクにさらされる可能性があります。

■ 運用リスク
ファンドが保有している有価証券のファンダメンタルズ面の価値に関する投資運用会社の判断が誤りであることが判明することがあります。
ファンドの資産配分に関する投資運用会社の判断が誤りであることが判明することがあります。

■ ヘッジ
ファンドはヘッジを⾏いますが、かかるヘッジが成功する保証はありません。

その他の留意点
ファンドのお取引に関しては、⾦融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）は適用されません。
ファンドの受益証券のご購⼊およびご換⾦（買戻し）が可能な⽇は限定されており、特定⽇のみご購⼊およびご換⾦（買戻し）が可能となります。
またファンドの受益証券のご購⼊およびご換⾦（買戻し）には事前のお申込みも必要です。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の12枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

お申込みメモ
営業⽇

ルクセンブルグ、スイス（ジュネーブ）、ニューヨークおよびケイマン諸島における銀⾏が営業している⽇で、かつ⽇本において⾦融商品取引業者が
営業している⽇（⼟曜⽇もしくは⽇曜⽇または12⽉24⽇を除きます。）、またはファンドに関して管理会社が随時決定するその他の⼀もしくは
複数の⽇をいいます。

ご購⼊（お申込）単位
500口以上1口単位（新規・追加申込時とも） ※別に定める場合はこの限りではありません。

ご購⼊（お申込）価格
発⾏⽇における受益証券1口当たり純資産価格（通常、関連する発⾏⽇の翌営業⽇の⽇本における翌営業⽇に公表されます。）
（注）「発⾏⽇」とは、各⽉の16⽇（もしくは営業⽇でない場合には翌営業⽇）、または管理会社が随時決定するその他の⼀もしくは

複数の⽇をいいます。
ご購⼊（お申込）代⾦

⽇本における約定⽇（⽇本における販売会社が注⽂の成⽴を確認した⽇（通常、発⾏⽇の翌営業⽇の⽇本における翌営業⽇））
 から起算して⽇本における4営業⽇目までに申込⾦額および申込⼿数料をお⽀払ください。

（注）ご購⼊代⾦は、米ドル建クラスについては米ドルにより、円建（ヘッジなし）クラスについては⽇本円により、⽀払うものとします。
お申込締切時間

⽇本における申込受付時間は、原則として、発⾏⽇（各⽉の16⽇（もしくは営業⽇でない場合には翌営業⽇））の属する⽉の第2暦⽇
（営業⽇でない場合には直前の営業⽇）の午後4時（⽇本時間）までとします。なお、お申込期限までの⽇本における10営業⽇の間に
お申込みを受け付けます。

ご換⾦（買戻）単位
1口以上1口単位　※別に定める場合はこの限りではありません。

ご換⾦（買戻）価格
買戻⽇における受益証券1口当たり純資産価格（通常、関連する買戻⽇の翌営業⽇の⽇本における翌営業⽇に公表されます。）
（注）「買戻⽇」とは、各⽉の16⽇（もしくは営業⽇でない場合には翌営業⽇）、または管理会社が随時決定するその他の⼀もしくは

複数の⽇をいいます。
ご換⾦（買戻）代⾦

買戻代⾦の⽀払は、通常、⽇本における約定⽇（通常、買戻⽇の翌営業⽇の⽇本における翌営業⽇）から起算して⽇本における4営
業⽇目に⾏われます。
（注）ご換⾦代⾦は、米ドル建クラスについては米ドルにより、円建（ヘッジなし）クラスについては⽇本円により、⽀払うものとします。

買戻請求締切時間
⽇本におけるご換⾦請求受付時間は、原則として、買戻⽇（各⽉の16⽇（もしくは営業⽇でない場合には翌営業⽇））の属する⽉の
第2暦⽇（営業⽇でない場合には直前の営業⽇）の午後4時（⽇本時間）までとします。なお、ご換⾦請求期限までの⽇本における10
営業⽇の間にご換⾦請求を受け付けます。

ご換⾦（買戻）制限
いずれかの買戻⽇におけるファンドに関する買戻請求通知の合計がファンドの純資産の30％または、管理会社がその絶対的な裁量により
決定した割合を超える場合、管理会社は、投資運用会社と協議の上、管理会社が当該買戻請求通知に関する買戻代⾦の⽀払要件
を充⾜するために⼗分な資産を換⾦するまで、当該買戻⽇および／またはファンドの純資産価額の計算を延期することができます。疑義を
避けるために付⾔すると、買戻⽇が延期された場合、管理会社は買戻代⾦の⽀払い要件を満たすに⼗分な資産を現⾦化し、できる限り
速やかに買戻代⾦を⽀払うよう努⼒します。純資産価額の算定が⼀時停⽌されている期間中は、受益証券の買戻しは⾏われません。

信託期間
ファンドは、交付目論⾒書の「繰上償還」に定める⼀定の状況下で早期に終了しない限り、2031年1⽉31⽇または管理会社と受託会社が
⽇本における販売会社と協議のうえ随時決定するその他の⽇に終了する予定です。

決算⽇
毎年7⽉31⽇

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

16枚組の13枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

お申込みメモ
収益分配

ファンドは各受益者に対し分配できますが、現時点において分配を実施する予定はありません。
課税関係

課税上は、公募外国株式投資信託として取り扱われます。
その他

 受益証券の取得申込みを⾏う投資者は、⽇本における販売会社と外国証券の取引に関する契約を締結します。このため、⽇本における販
売会社は、「外国証券取引口座約款」およびその他所定の約款を投資者に交付し、投資者は、当該約款に基づく取引口座の設定を申し
込む旨を記載した申込書を提出します。

＜外貨建投資信託の場合の適用為替レートについて＞
外貨建投資信託の場合は、売買、償還等にあたり、円貨と外貨、または、異なる外貨間での交換をする際には、外国為替市場の動向に
応じて⽇本における販売会社が決定した為替レートによるものとします。

ファンドの費用
投資者が直接的に負担する費用
○ ご購⼊（お申込）⼿数料

（申込口数）　　　　　　　　　　　（申込⼿数料）
1万口未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.30％（税抜3.00％）
1万口以上5万口未満・・・・・・・・・・1.65％（税抜1.50％）
5万口以上10万口未満・・・・・・・・・0.825％（税抜0.75％）
10万口以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.55％（税抜0.50％）

お申込⼿数料は、お申込⾦額（お申込口数×1口当たり純資産価格）に、お申込⼿数料率を乗じて次のように計算されます。
お申込⼿数料（税込）＝お申込口数×1口当たり純資産価格×お申込⼿数料率（税込）

（注1）管理会社および⽇本における販売会社が申込⼿数料について別途合意する場合には、それに従うものとし、上記と異なる取扱
 いをすることができます。

（注2）上記申込⼿数料に関わる「税」とは、消費税および地方消費税を⽰します。
（注3）上記申込⼿数料は、商品および関連する投資環境の説明および情報提供等ならびに購⼊に関する事務⼿続の対価です。

○ ご換⾦（買戻）⼿数料・・・・・・・・・・買戻⼿数料は課されません。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
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作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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ファンドの費用
投資者が信託財産で間接的に負担する費用
○ ファンドに係る報酬・費用等

ファンドの純資産価額に対して、年率1.39％および下記の受託報酬の合計額、ならびにその他の費用・⼿数料がファンドの資産より控除
されます。また、ファンドは、下記の投資先ファンドの費用を間接的に負担します。
＜内訳＞

（各評価⽇に発⽣しかつ計算され、毎⽉後払いされます。）
管理報酬 純資産価額の年率0.03％

 ファンドの設定・継続開⽰にかかる⼿続、資料作成・情報提供、運用状況の監督、リスク管理、その他運営
管理全般にかかる業務

管理事務代⾏報酬 純資産価額の年率0.08%（最低で年間12,500ユーロ）
ファンドの購⼊・換⾦（買戻し）等の受付、信託財産の評価、純資産価額の計算、会計書類作成および
これらに付随する業務

保管報酬 純資産価額の年率0.06％（最低で年間3,000ユーロ）
ファンド信託財産の保管、⼊出⾦の処理、信託財産の決済およびこれらに付随する業務

代⾏協会員報酬 純資産価額の年率0.10%
目論⾒書、運用報告書等の販売会社等への送付、受益証券1口当たり純資産価格の公表およびこれらに
付随する業務

販売報酬 純資産価額の年率0.50%
受益証券の販売業務、購⼊・買戻しの取扱業務、運用報告書の交付等購⼊後の情報提供業務および
これらに付随する業務

サービス⽀援報酬 純資産価額の年率0.12%
⽇本におけるサービス⽀援業務

投資運用報酬 純資産価額の年率0.50%
ファンドに対する投資運用業務

○ 受託報酬 純資産価額の年率0.01%（最低で年間15,000米ドル、最高で年間30,000米ドル）（四半期ごとに後払いされます。）
ファンドに対する受託業務

○ 投資先ファンドの費用
・ ファンドは、ファンドの純資産の最⼤年率約2％の割合で、投資先ファンドがその資産から⽀払うことがある管理報酬、ならびにファンドの関係

会社およびサービス提供会社であることもある投資先ファンドの関係会社および／またはサービス提供会社に⽀払われるその他の報酬および
費用を按分して間接的に負担します。投資先ファンドにより潜在的なパフォーマンス報酬が⽀払われる場合があり、かかる報酬は、上記の管
理報酬ならびにその他の報酬および費用に上乗せされることがあることにご留意ください。

・ ファンドが投資する⼀部の投資先ファンドは、かかる投資先ファンドの持分の買戻時に買戻⼿数料を請求することがあります。

○ その他の費用・⼿数料
設⽴費用、仲介⼿数料、その他の運営費用（監査⼈および法律顧問の報酬、保管料、適用法令に基づいて作成する報告書または書類を
作成し、配布する費用等）がファンドにより⽀払われます。これらは運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を⽰すことは
できません。

※上記⼿数料等の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表⽰することができません。

税⾦
投資信託説明書（交付目論⾒書）の「⼿続・⼿数料等」をご覧ください。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
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ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託

＜ファンドの関係法⼈＞
ファンドの運営上の役割 会社名等
管理会社 SMBC⽇興インベストメント・ファンド・マネジメント・カンパニー・エス・エイ

　　ファンド資産の運営・管理、受益証券の発⾏、買戻しを⾏います。
投資運用会社 エドモン・ドゥ・ロスチャイルド（スイス）エス・エイ

　　投資運用業務を⾏います。
受託会社 ワールド・ファンド・リミテッド

　　ファンドの受託業務を⾏います。
サービス⽀援会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

　　ファンドに関する⼀定のマーケティングその他のサービスを提供します。
保管会社／管理事務代⾏会社 SMBC⽇興ルクセンブルク銀⾏株式会社

　　ファンドの資産の保管業務および管理事務代⾏業務を⾏います。
代⾏協会員／⽇本における販売会社 SMBC⽇興証券株式会社

　　⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第2251号
　　加⼊協会︓⽇本証券業協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、　
　　　　　　　　　⼀般社団法⼈⾦融先物取引業協会、
　　　　　　　　　⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
　　⽇本における代⾏協会員業務および受益証券の販売・買戻業務を⾏います。

 当資料のご利用にあたっての注意事項
● 当資料は、管理会社等から提供された情報を基に三井住友DSアセットマネジメントが作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書

類ではありません。
● 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、将来に関し述べられた運用方針・市場⾒通し

も変更されることがあります。当資料は管理会社および三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成して
おりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

●  当資料に掲載されている数値・図表等は特に断りのない限り当資料作成⽇現在で⼊⼿可能なものに基づいております。なお当資料中のいか
なる内容も将来の投資収益の獲得を⽰唆ないし保証するものではありません。

● 投資信託は、預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また銀⾏など登録⾦融
機関で購⼊された場合、投資者保護基⾦の⽀払いの対象とはなりません。

● 投資信託の運用による損益は、すべて投資家の皆様に帰属します。ファンドをお申込の際には、SMBC⽇興証券株式会社より投資信託説明
 書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ず詳細をご確認のうえ、お客様ご自身でご判断ください。
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日興ワールド・トラスト　　　グローバル・トレーディング・オポチュニティ・ファンド
米ドル建クラス受益証券／円建（ヘッジなし）クラス受益証券
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16枚組の16枚目です。


